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放牧牛の生理1生態に関する研究

I－8 原野におげる放牧和牛の行動の季節的差異についで

青木晋平※※⑧加藤正信※※※⑧春本 直※※※

Sh1m－pe1A0KI，Masanob凹KAT0alnd　Tadash1HARUMl0T0

Phys1o1ogica1and．Eco1og1ca1Studユes　on曲e　Graz1ng　Catt1e

　　　I－8　Seasona1Changes　of　Graz工ng　Behawors　in

　　　　Japanese　B1ack　Breed－Cows　Gra2ed－on砒e

　　　　　　　　　　　Nat1ve　G醐ss1and

　　　　　　　　緒　　　　　言

　放牧和牛の行動の季節的差異については葦従来の報告

（1）（2）の中で，群および個体別に若干ふれてきたが，これ

らの場合は，いずれも調査対象牛が調査時期によって異

なっており，調査期間も，春，秋両放牧期に限られ，夏

季は合ま九ていない。今回は，これらの不備な点を補な

・う目的で，1％5年5月より10月・に至る間連続して昼夜放

牧し，同一個体について，一連の行動調査を行なった。

で，このうちの1頭は，7月まで子付であった、供試和

牛の詳細は第1表に示すとおりで華る。調査期間は，

／％5年5月より同年10月までの6ヵ月間でうこの間に茅

毎月1回調査を行なった。調査項目および観察方法等は

従来のとおりである。なお，各調査時の気象条件は第2

　　　　Tab1e1．　Ca竹1e　on　e叉peri㎜ent
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　　　　　　調査場所およぴ方法

調査場所は，三瓶山北の原放牧場である。供試和牛は，

本学付属三瓶農場に繋葦中の成雌和牛（黒毛和種二）3頭 N．B．：Cow　No．3　nu－sed　unti1Ju1y．
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表に示すとおりである、

　　　　　　　　結果およぴ考察

　各行動形別の1昼夜当り所要時間ならびに排糞，排

民欽水回数および歩行距離を，個体別，調査期別に一

括表示すれば第3表のとおりである。

　第3表にもとづき，各行動形の季節的差異について，

おもなものから検討を加えてみたい．なお，記載上の略

号については，すべて前報（3）のとおりである。

1　採食時閻（G．危）について

　第3表にもとづき，G．亡．の月別変化を，24時間当りお

よび昼夜別に，3頭の平均値で図示すると，第1図のと

おりである、同図によれば，G．t．は，5月から8月にか

けて漸減し，以後9月にかけて急増を示している；この

ような傾向は，従来の調査結果についても認められてい

る。G．t．の長短に影響を及ぼす各種の要因に関しては，

既に前報（1）（2）でふれておいたが，本調査の場合，これら

の要因中，とくに，草生および気象条件が重要な関連を

有していたものと考えられる。すなわち，本放牧地の草

生状態が5月から8月にかけて漸次好転し，以後徐々に

悪化してゆくこと（5）や，夏季の高温とそれにともなう吸

血昆虫（アブ，サシバェ等）の出現は，当然σt．に好，

悪いずれかの影響を及ぼしたものと思われる、草生状態

が質量ともに良好である場合には，G．t．は短かく，反

対の場合には長くなると言われており（4），また，高温や

吸血昆虫の出現は，採食を妨害し，その結果G，t。を短

縮させることも知られている（6）。このような点からみ

て，G．t．の季節変化が前述のような結果を示したこと
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は，当然であったと言えよう．

　G．t。の昼夜別割合のうち，夜間の採食割合が夏季に増

加していることは，高温による昼間採食の夜問移行と，

吸血昆虫等の襲来による昼間採食の妨害にもとづくもの

であり，9月から10月にかけての再増加は，同期の草生

悪化によるものであろう、

　G．t．の日周変化を，各月ごとにヒストグラムで示す

と事第2図のとおりである。

　採食行動のPattemを。日周変化の様杣から，日中ま

たは夜間集中型と分散型とに分類することができるとい

うことを，三村等（7）は提唱しているが，この見地から分

類してみると，本調査の場含5月，6月，7月の各月

は，一応目中集中型とみられ，昼間に3～4回のはっき

りした採食期が認められる。これに対して，8月，9

月，10月は，分散型の様相を示し，いずれの月にも昼夜

問を通じて4回以上の採食期が認められている。8月か

ら10月にかけて分散型の傾向を示すのは，気温の影響や

吸血昆虫の襲来によるも切と思われ，この様相は8月の

ヒストグラムにとくに顕著に示されている臼口の山直陵

から／～2時間，日没前／∴2時間にかけて，高い採食

率が認められるのは，従来の結果に示されているとおり

である。

2．反すう時間侃u．t．）について

　第3表にもとづき，Ru．t．の月別変化を24時間当りお

よび昼夜別に3頭の平均値で示すと，第3図のとおりで

ある．

　同図によれば，R叫t．の最高は8月，最低は5月であ

り，また，24時問当り，昼夜別当りのいずれにおいても各

月のRu．t．の長短は，G．t．のそれと反対の傾向を示して

いる。すなわち，総R叫t．は5月から8月にかけてはむ

しろ増加の傾向を示しており，以後10月にかけては漸減

している。昼夜別割合についてもG．t．のそれとは逆な

様相が認められる。このようにG．t．の多少とR仏t．の多

少とが反対の傾向を示していることは，各月別の採食草
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．　＆re　shown　in　an　average　of　time、

の質と量に密接な関連があるものと考えられる．たとえ

ば，G．t．の多い5月にRu．t．が少なかったということは

G．t．の多い割合に単位時間当りの採食量が少なく，そ

のためRu．t．の増加が認められなかったのではないかと

思われる。このことは，ひいては，この期の草生状態が

あまり良好ではなかったのではないかということを類推

させる。8月には，各月中G．t．が最低であったのに，

Ru．t．が最高を示していることは，5月の場合と全く反

対のことを意味しているものと思われる、この関係を各

月当りのRu．t．／G．t．値で示すと第4表のとおりであ

る。この場合，この値が高いほど一定時間当りの採食量

が多かったことを示しているものと考えてよかろう。同

表には，採食時における／分間当りの噛む回数（同一植

生地で測定）および，1吐出時の／分間当り再咀蟹回数

を示しておいたが，これらについては，季節による差異

はあまり認められなかった曲

3．休息時間（Re．t．）について

　第3表にもとづき，．Re．t．の月別変化を24時間当りお

よび昼夜別に3頭の平均値で示すと第4図のとおりであ

る。

　同図によれば，1昼夜当りのRe．t．は8月が最高で9

月が最低を示しており，昼夜別割合においては，昼間の

最高は8月，最低が7月，夜間の最高は7月，最低は8

月となっている、これを，横臥，仔立形別に示すと第5

Tab1e4。 Seasona1changes　m　the　number　of　b肘1ng　and　re㎜ast工cat1on　and此e　Ru・Gr

ti匝ユe　ratiO

Nunlber　of：
　　Blt1ng（Per1m．m）

　　Re皿ast1cat1on（Per　mm．）

May　’　Jlme ・・1・　・鳴　・・・・…　…机

65　　　　64

69　　　　67

65　　　　　　　6／　　　　　　6て　　　　　　62

67　　　　　　　67　　　　　　　70　　　　　　　69

63，2

67．7

Ru．t1㎜e／Gr　time 0，73　　　　　　0，91　　　　　1．16 ／・・1…1・．・・い…
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表のとおりである田同表によれば，横臥形での休息が多

いのは，5月，6月，9月，10月で，7，8月の夏季には

仔立形での休息が多くなっている。夏季に庁立形での休

息が多いのは，吸血昆虫の襲来ならびにこれを避けての

池中仔立が多くなっているためであろう。7月，9月の

夜間における仔立時間が多いのは，両月の調査日に夜間

降雨があったためである、

4．移動時間（M．t．）と妨捜時間（Lαな）について

Tab1e5．

　第3表にもとづき争M．t．とL⑪．t．の月別変化を，24時

間当りおよび昼夜別に3頭の平均値で示すと，第5図，

第6図のとおりである田

　第5図および第6図によれば芋M，t。の最高は8月寮

最低は6月であり，L叫在むの最高は7月、最低は9月で

あった、7月，8月の夏季にM．t。，L臥t。のいずれも

が多かったのは，吸血昆虫の襲来を避けるためや，飲水

行動が他の時期に比べて多かったことによるものであろ

Peτce皿tage　of　t1皿ユe　spent1n　the　d－ayt1皿肥and　nlglh抗1固e　for　stan砒皿g　and．1y1ng　rest

May　　　　∫me　　　　Ju1y　　　　Aug一 Sept．　　　　　O碗．

Stand1ng

Daytime

N1gh竹1＝皿e

Mi皿，

　％

Min．
　％

81

69．8

35
30．2

94
78．3

26
21．7

103
3／．1

228
68．9

224　　　　　　67　　　　　　4ろ
84，9　　　　　　　　　44，4　　　　　　　　　53．1

43　　　　　　84　　　　　　38
15，1　　　　　　　　　55，6　　　　　　　　　46．9

Dayt側e

N1ghtt1一皿e

Min．
　％

Min．
　％

56
25．0

168
75．0

95
35．7

171

64．3

Ly虹g
　23
　26．7

　63
　73．3

135　　　　　　　　　　126　　　　　　　　　　158

72，6　　　　　　　　　70，4　　　　　　　　　47．4

51　　　　　　53　　　　　　175
27，4　　　　　　　　　29，6　　　　　　　　　52．6

Tab1e6． Seasona1changes　1n　the　freque皿cy　of　e夏cretlon　and　dr1亙k1⑪g　a奴d　t血e秤a1kea

distance

May　　　June　　　加1y　　　A旭g．　　Sept．　　Oct．

F・・que・・y・f：．

　　　　Defecat1on

　　　　Urma亡10n

　　　　Dr1nkmg

9．0

7．3

ろ．7

12．0

7．7

2．3

6．3

5．0

2．3

8，3　　　　　10．0　　　　　8．7

2．3　　　　　5．7　　　　　2．3

4．7　　　　　0．7　　　　　0．7

Wa1ked　d1stance（k醐） 9．1　　　　　5．8　　　　　8．5　　　　　9．4　　　　　4．9　　　　　3．8

Av．

9．1

5．1

2．4

6．9

sokyu
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ab e7 . Seasonal changes in the location of cows on native grassland (7toov of 24 hrs. ) 

May June July A u g. Sept. Oct. Av. 
s 

Open slope 85 . 6 88 . 6 79 . 6 55 . 7 91 . 8 71 .9 78 . 6 

Wood 10.6 5.1 12.4 12.6 O
 

24 . 4 11.1 

Shrubbery Zone 4.4 8.5 8.0 9.0 8.2 5.7 6.9 

Pond 1 .2 O
 

O
 

19.1 O
 

O
 

5.4 

Tab1e7

う曲このことは昼夜別の割合にも示されており，夏季の

両形に費される時間の大部分が，吸血昆虫等害虫襲来の

多い昼間に占められている、放牧開始時の5月に両形の

占める時間が比較的多いのはラ草生不良や放牧地への不

馴れによる採食行動域の増大によるものと思われる。

5　排糞，排尿および飲水回数について

　第3表にもとづき，排糞，排尿および飲水回数の月別

変化を争24時間当り3頭の平均値で示すと第6表のとお

りである曜

　排糞多排尿等の排出行為の多少は，主として摂取物の

質と量に支配されるものと考えられる。すなわち，摂取

乾物量や水分の多い場合は当然これらの排出回数も多く

なる。両者の回数が6月に最も多かったことは，この期

にそれらの摂取量が多かったことを示しており，6月の

草生状態一と関連しているものと思われる、8月における

飲水回数がとくに多いのは，主として同期の高温にもと

づくものと思われる、9月，10月に減少しているのは調’

査日の天侯や気温が影響したものと考えられる、

6　歩行距離について

　歩行距離の月別変化を24時間当り3頭の平均値で示す

と第6表のとおりである。

　同表によれば，5月，7月，8月に歩行距離が多くな

っており，9月，10月の4れは反対に少ない曲5月に多

かったのは，放牧開始直後で，放牧地への不馴れによる

移動採食が多かったこと，7月，8月に多かったのは，

吸血昆虫等害虫の襲来を避けるための移動が多かったこ

とに起因するものと考えられる。9月，10月に少なかっ

たのは，採食のための移動が少なかったことによるもの

であろう。

7．行動域の季節的差異について

　放牧和牛の行動域を，便宜上，平坦地（Open　s1ope），

樹林地（Wood），灌木地（Shrubbeτy20ne），池（Po皿d）

に大別し，供試和牛がそれぞれの地域で過した時間の割

合を，24時間当り3頭の平均値で示すと第7表のとおり

である。

　同表によると，各月とも平坦地での行動が最も多く，

ついで樹林地，灌木地となっている。池中における仔立

が認められたのは5月と8月で，とくに8月に多い。こ

れは夏季の高温と吸血昆虫等害虫の襲来をさけるための

ものであろう。

　　　　　　　　　摘　　　　　要

　放牧和牛の行動が，季節によってどのように変化する

かを知るために，1％5年5月下旬から10月下旬に至る6

ヵ月間，三瓶山北の原放牧地に終日放牧された3頭の成

雌和牛について，毎月／回，24時問の連続観察法で行動

形の調査を行なった魯

　その結果を要約するとつぎのとおりである。なお事つ

ぎに示す成績は，いずれも24時間当りの3頭平均値であ

る、

　／．採食時間は9月が最高（6／0分）で8月が最低

（336分）であった。採食行動のPa廿emを日周変化の

様相から分類すると，5月，6月，7月は日中集中型であ

り8月，9月，／0月は分散型であった。採食時問の昼夜別

割合では，8月における夜間採食割合の増加が顕著であ

った。

　2．反すう時間は8月が最高（475分），5月が最低

　（382分）でRu．t．／G．t．値は8月が最高（1．41）で10

月が最低（0．66）であった、

　3．休息時間は8月が最高（453分），10月が最低（332

分）であった、昼夜別叡合では，8，9月が昼問＞夜間で，

他の月はいずれも夜問＞昼間であった．

　4．移動，荷僅時間の合計は，7月（179分），8月

（174分）がほとんど同値で最高を示し，最低は9．月（67

分）であった。

　5．排糞，排尿回数は，いずれも6月に最高（それぞ

れ12回，7．7回）を示した。欽水回数は8月が最高（4．7

回）であった。

　6．歩行距離は8月が最高（9．4k㎜），10月が最低

（3．8km）であった、

　7．地域別に占められる各行動形の割合は，各月とも

平坦地が最大で（55．7％～91．8％），池中が最少（0％

～19．1％）であった。

　謝辞　本調査を行なうに当たり．終始協力を借しまなかつた畜産学研究室の

専攻学生諸氏，ならぴに三瓶慶場職員各位に対し，深甚の謝意を表するものである．
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S unamar y 

In order to clarify the seasonal changes of grazing behaviors in Japanese Black Breed cows, 

we observed three cows ( 6 1 c years old) constantly for 24 hours on Sambe native grass-
land in Shimane Prefecture from May to October 
The results obtained are summarized as follows 

1 . The grazing time per head during 24 hours varied from 556 to 61C minutes. The maxim-

um grazing time was observed in September while the minimum one was observed in August 
In May, June, and July, grazing hours were concentrated in the daytime, while they were 
dispersed through the whole day,.;in August, September, and October. The grazing time at 
night was increased remarkably in August 

2 . The ruminating time per head during 24 hours varied from 582 to 475 minutes. The 
maximum ruminating time was observed in August while the miniinum one was observed in 
May. The ratio of ruminating time to grazing time (R/G) was the highest in August (1.41) 
and the lowest in October (C.66). 

5 . The resting time per head during 24 hours varied from 552 to 455 minutes. T he 

maximum resting time was observed in August while the minimum one was observed in 
October. The resting time at night was longer than that in daytime in every month except 
Augus t . 

4 . The total time spent in migrating and loafing per head during 24 hours varied from 

67 to 179 minutes. The maximum time was observed in July while the minimum one was 
observed in September. 

5 . Both the frequencies of defecation and urination were the greatest in June and that of 

drinking was the greatest in August 
6 The walked distance per head during 24 hours varied from 5 . 8 to 9 . 4 kilometers. The 

longest distance was observed in August while the shortest one was observed in October 

7 . The topographical distribution of every behavior shows that the cows spent the most 

time in open slope and the shortest time in the pond in every month except August. In 
August, the cows spent the most time in the pond which is located next to an open slope 


